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2018 ものづくり総合大会 参加申込規定

天災地変や伝染病の流行、研修会場・輸送等の機関のサービスの停
止、官公庁の指示等の小会が管理できない事由により研修内容の一部
変更および中止のために生じたお客様の損害については、小会ではそ
の責任を負いかねますのでご了承ください。

免責事項

一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細
は小会の個人情報等保護方針（https://www.jma.or.jp/privacy/）をご
覧ください。なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本催
し物に関する確認・連絡およびJMA主催の関連催し物のご案内をお送
りさせていただく際に使用させていただきます。

個人情報のお取り扱いについて

・参加セッションのテキスト資料、およびテキスト合本（お申込者のみ）
は会場でお渡しします。

・参加者以外の方への合本の発送は開催後となります。
・会場内での携帯電話・パソコンの利用および録音機・ビデオ・カメラ
等による録音・録画・撮影はご遠慮ください。

・お申込みをいただいた方にはセミナーインフォメーションをお送り
することがあります。

・同業他社または個人からのご参加はお断りする場合があります。事
前にご相談ください。

ご 注 意

取材を希望される場合は、事前に広報グループ
（Tel：03-3434-8620）までお問合せください。
当日会場での取材申込はお断りすることがあります。

報道関係の皆様へ

・インターネットからお申し込みください。申込書に必要事項をご記
入のうえ、FAXでもお申し込みいただけます。
(開催間際のお申込みは、定員の関係上ご参加いただけないことも
ございます。あらかじめ残席を電話/ホームページでご確認ください。)
・参加証・請求書は開催１か月前から順次発送いたします。
・参加料は請求書に記載されております、「お支払い期限」までに指
定の銀行口座へお振込みください。期限までにお支払いいただけ
ないお客様については、ご参加いただけない場合がございますので
ご注意ください。なお、支払い期限が過ぎてしまう場合は、請求書
の「入金連絡票」にてお振込み日のご連絡をお願いいたします。
（振込み手数料については貴社にてご負担ください）
・参加セッションの変更手続きは2018年2月19日（月）17：00まで
となります。それ以降の変更、および会期中の変更はお断りしてお
りますので、ご注意ください。
・参加者のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。代理の
方もご都合がつかない場合は、下記の規定により、キャンセル料を
申し受けますので、あらかじめご了承ください。

【キャンセル規定】
　開催7日前（開催初日を含まず起算）～前々日･･･参加料の30％
　開催前日および当日･･･････････････････････････････参加料全額

参加申込方法

キャンセル・変更等のご連絡はこちらからお願いします。
https://school.jma.or.jp/contact/

申込み、参加証・請求書に関する問い合せ先
一般社団法人日本能率協会 JMAマネジメントスクール
【お問い合せフォーム】 https://school.jma.or.jp/contact/
TEL：03（3434）6271　FAX：03（3434）5505
（受付時間）月～金曜日9:00～17:00（ただし年末年始および土・日・祝日を除く）

申込み、参加証・請求書に関する問い合せ先

一般社団法人日本能率協会　JMAマネジメントスクール
https://school.jma.or.jp/contact/
FAX：03（3434）5505　　TEL：03（3434）6271
（受付時間）月～金曜日9:00～17:00（ただし年末年始および土・日・祝日を除く）

プログラム内容のお問い合せ先

ものづくり総合大会事務局
TEL：03（3434）1410

日本能率協会への連絡希望事項
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申込受付：2月19日(月)17時まで
それ以降の場合は※満席の場合を除き、当日会場での受付となりますので、名刺をご持参のうえ、ご来場ください。 ※満席のセッションはホームページでご確認いただけます。

参加証発行日 請求書発行日 領　収　日

ものづくり総合大会は55年にわたり開催されている、ものづくり戦略・
生産技術・製造・購買調達・開発設計・品質・人材開発部門の方々に、3日間
のべ約3,000名以上の方にご参加いただく伝統ある優秀企業事例の講演
会です。

本大会では、ものづくり戦略・生産技術・製造・購買調達・開発設計・品質・
人材開発領域における広いものづくり視点から、講演企業各社の実践的な
最新事例に学び、自社活動へ即座にご活用いただくことができます。

我々日本能率協会は、日本製造業のイノベーションが世界を変えると
信じており、各企業の異なる考え方・取組みを共有することが大きな価値
を生み、企業の課題解決や継続的な発展に寄与すると信じています。

日本産業界からの推薦や期待が反映された、年に一度の貴重な情報交流
と人的交流の場に、あなたもぜひ足をお運びください。

開催にあたって

1 ものづくりの改革・改善分野において貢献された方を表彰します。
（オープニングセッション）

2 先進優良企業の経営者がこれからのものづくり経営を語ります。
（オープニングセッション）

3 先進企業38社が最新のものづくり事例を語ります。
（企業事例セッション）

4 生産・調達・開発・品質・人材開発の広いテーマから、これからの
ものづくりを考察できます。

（企業事例セッション）

大会の特徴

日本メンテナンス工業会

一般社団法人日本化学工業協会

一般社団法人日本産業機械工業会

一般社団法人日本設備管理学会

一般社団法人日本鉄鋼連盟

一般社団法人日本鉄鋼協会

一般社団法人日本機械工業連合会

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会

一般社団法人日本工作機械工業会

一般社団法人日本機械学会

公益社団法人日本経営工学会

協　　賛 （順不同）

2018ものづくり総合大会 企画委員

大阪ライブ中継 開催のご案内

（敬称略・会社名50音順）

2018 ものづくり総合大会
ホームページお得情報

■1 これからの調達部門の役割
調達購買部門は会社を代表して取引先との交渉にあたるという立場から、最も外的変化を肌で感ずる
部署の一つと言えます。これからの調達担当者の役割を、これまでの調達業務の延長で語るのではなく、
経営の視点から見直し、リソース再配分や集中すべき領域が見えてくる、という主旨に基づき、まとめた
資料です。

■2 これからの生産技術者の役割
1942年以来、製造業を中心に生産性の向上、現場の強化、品質向上に取り組んできた日本能率協会の
経験、実績、知恵を結集した、新しいものづくり時代の手引き『これからの生産技術者の役割』。もの
づくりに携わる生産技術者必読の資料です。

■3 これからの生産管理部門の役割
生産管理とは、３M（Man、Machine、Material）を効率よく使って生産を行えるように管理することです。
本資料では、生産管理の全容と役割がわかるように、エッセンスを抜き出して解説しました。ものづくりに
携わる生産管理部門必読の冊子です。

■4 これからの第一線監督者の役割
製造現場を支える「現場経営者（＝第一線監督者）必読の内容を、三部構成にてまとめました。
【第1部】「ものづくり現場」の現状
【第2部】第一線監督者の役割と必要能力
【第3部】第一線監督者の育成

■5 見える化シート活用講座【開発・設計編】
日 、々開発・設計を実施、推進するにあたり、利益に直結する様々な取り組み手法を学びたい・・・。そんな
一部の限られた方々へ実践的な見える化手法を学べる講座（無料）です。特に開発・設計分野に直結
する、「問題・課題解決手法」「日程計画手法」「リスク管理手法」についてご興味のある方にはぜひ
ご覧頂きたい内容をまとめました。

■6 全社一体体制のものづくり改善マネジメント
マネジメントレベルでの具体的な全社一体体制のものづくりマネジメントシステム構築について、研究を
進めてきた成果を「ものづくりグローバル標準マネジメントシステム」としてまとめました。

■7 メールマガジン登録
日本能率協会ではものづくりに関わる貴重な情報をメールマガジンにて発信しています。
この機会に是非ご登録ください。

最 終 案 内

検　索検　索ものづくり総合大会 http://jma-seisan.jp/
※以下の資料が無料でダウンロードいただけます。

会員制度のご案内
一般社団法人日本能率協会は法人を対象とした会員制度を設け、
セミナー参加料割引をはじめ各種サービスを提供しております。
会員外の方はこの機会に是非入会をご検討ください。
　　　　　　お問い合せ：TEL 03（3434）1410

変わるものづくりのすがた、変わらないものづくり魂

※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
●参加申込みは、3日間または1日単位となります。
●期間内の交代参加が可能です。参加証を受付にてお預かりする事もできます。
その際、交替で参加される方のお名前をお知らせください。

●参加料には、参加されるセッションのテキスト資料（分冊）代が含まれます。
●法人会員ご入会の有無につきましては、下記HPにてご確認ください。
　https://www.jma.or.jp/membership/
●大阪ライブ中継も上記参加料となります。（※1日単位参加料のみ）

参 加 料

参加区分

一般社団法人
日本能率協会法人会員

上記会員外

128,000円

158,000円

48,000円

58,000円

1名あたり参加料
（税抜）

全期間参加料
（3日間） 1日単位参加料

※テキスト合本は、全セッションのテキスト資料を一冊にまとめたものです。
※参加セッションのテキスト資料（分冊）およびテキスト合本（お申し込み者のみ）は、
当日受付にてお渡しいたします。

※「コーディネータによる解説書」は、3月下旬に申込責任者へ送付いたします。

テキスト合本 特別頒布価格1冊あたり（税抜）
（「コーディネータによる解説書」つき）

2018ものづくり
総合大会参加者 50,000 円
参加者以外 250,000 円

・「ものづくり総合大会 大阪ライブ中継」は講演者が
来場する東京会場をメイン会場として、その模様を大阪
会場へ中継いたします。

・万が一、講演配信中に、映像および音声のトラブルがあった場合は、
以下の対応をさせて頂きます。
① 映像など切断した場合、再接続してから講義を再開いたします。
② 接続が回復できない場合、もしくは音声が途切れるなど配信品質が

著しく低下した場合、参加料を返金させていただきます。

大阪ライブ中継申込規定

安川電機
代表取締役社長
小笠原 浩

GLM
代表取締役社長
小間 裕康

トヨタ自動車
顧問
林　 南八

スタンフォード大学
アジア太平洋研究所
リサーチスカラー
櫛田 健児

一般社団法人日本能率協会
主　　催

ものづくり総合大会は55年の伝統をほこる優秀企業事例の
講演会です。
本大会では企画、開発・設計、購買・調達、生産・製造、品質に
おける領域の事例発表セッションを構成し、広いものづくり
視点から各社の活動事例を学ぶ機会を提供いたします。
近年、スピーディかつ複雑に変化する日本製造業を取り巻く
環境変化に対し、開発・生産・調達・品質に代表される広い
ものづくり機能の協働による課題解決を促進し、日本製造業の
発展に寄与することを目的といたします。

この大会の特徴

オープニングセッション

特別講演（敬称略）

JMAものづくり貢献賞（敬称略）

2018
ものづくり
総合大会

第55回

2018年２月21日（水）→23日（金）　３日間会 期

東京コンファレンスセンター・品川会 場

U R L 検　索検　索ものづくり総合大会http://jma-seisan.jp/

参加対象

人材育成・組織開発・理念浸透・ダイバーシティ

生
　
　
産

生産技術
生産管理
生産戦略
生産企画

調
達・S
C
M

調　達
開発購買
SCM
購買戦略

企
画・開
発

研　究
開　発
設　計
商品企画

人材開発

品質保証・品質管理・R＆D・商品企画
クオリティ

■ 東京会場：東京コンファレンスセンター・品川
● 所 在 地

東京都港区港南1-9-36
アレア品川
TEL：03（6717）7000

※大阪会場の参加証
では、ご入場いた
だけません。

※参加者のお呼び
出しはできません。

● 交通のご案内
JR品川駅 
港南口（東口）より徒歩2分
（JR山手線、京浜東北線、東海道線、横須賀線、東海道新幹線 等）

■ 大阪ライブ中継会場：日本能率協会 関西事務所 研修室
● 所 在 地

大阪市北区梅田2-2-22　ハービスENTオフィスタワー19階
TEL：06（4797）2050（平日10時-17時）

※東京会場の参加証では、ご入場いただけません。
※参加者のお呼び出しはできません。

会場案内

至
東
京

至
田
町

至
横
浜

日本能率協会創立総会岸信介商工大臣記念講演（1942年） 第1回能率大会（1943） 第3回ワーク・ファクター国際大会（1969） ZD大会での開会式（1968頃）

2018ものづくり総合大会では一部のセッションで大阪ライブ中継を実施します。

日本能率協会
研修室

会　場

プログラム （敬称略） ※各セッションの詳細につきましては、Webサイトにてご確認ください。 ⇒ http://jma-seisan.jp/

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

●東京への移動時間や交通
費・宿泊費を削減できます。

●ライブ配信なので、臨場感
があり、リアル講座と同様に
受講できます。

◆ ライブ中継のメリット ◆

● 東京会場 ●
東京コンファレンスセンター・品川

● 大阪会場 ●
日本能率協会 研修室

10:00～16:50オープニングセッション2月21日（水）
主催挨拶 10:00～10:05

JMAものづくり貢献賞／表彰式・受賞記念講話

「『なぜ？』『なぜ？』
常に問い続けたものづくり（仮）」

トヨタ自動車　 　顧　問　林　 南八

10:10～11:20

11:40～12:50特別講演 1

「ものづくりとシリコンバレー、
『アルゴリズム革命』のディスラプションと

SV経済圏活用のポテンシャル」
スタンフォード大学 アジア太平洋研究所

リサーチスカラー　櫛田 健児

14:10～15:20特別講演 2

「『できない』『あり得ない』に挑む
オープン共創のものづくり」

GLM　　  代表取締役社長　小間 裕康

15:40～16:50特別講演 3

「世界一・世界初にこだわる
YASKAWAのものづくり
－中国市場動向を中心とした取組み－」
安川電機　代表取締役社長　小笠原 浩

10:00～16:30特別企画セッション2月22日（木）
事例講演 1

「BEAUTIFUL MONSTER
新型カムリの開発と

トヨタの構造改革（TNGA）」

トヨタ自動車
Mid-size Vehicle Company MS製品企画 ZV

チーフエンジニア　勝又 正人

10:00～11:40

12:50～14:30事例講演 2

「節水と浴び心地を両立する
シャワーヘッド開発の取り組み」

TOTO
機器水栓事業部 水栓開発第二部

部　長　三浦 彰司

14:50～16:30事例講演 3

「ものづくり共創Factory
～世の中にHAPPYを創出するお客さまのものづくりを、既存の

高次加工技術インフラで支援する製造業の新サービス～」

富士フイルム
グローバル生産室

マネージャー　山田　 仁

10:00～16:30特別企画セッション2月23日（金）
10:00～11:40事例講演 1

「シーメンスのものづくりの世界
－デジタルプラットフォーム－」

シーメンス　専務執行役員　島田 太郎

12:50～14:30事例講演 2

「イスラエルを舞台としたオープンイノベーション:
いかに技術ベンチャーにアクセスするのか」

コランダム・イノベーション
取締役 事業開発部長　岡本 伸一

14:50～16:30事例講演 3

「シリコンバレーにみる事業会社の
オープン・イノベーションと

VCの果たす役割」

Draper Nexus Ventures
Managing Director　中垣 徹二郎

● ●OSAKA
TOKYO

東京で開催される
講演を大阪会場へ
リアルタイム中継
します！
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◆ JMAものづくり貢献賞
表彰式・受賞記念講話

「『なぜ？』『なぜ？』
常に問い続けたものづくり（仮）」

トヨタ自動車
顧問

　　　　林　 南八

10：10～11：20

【略 歴】　1966年　4月　トヨタ自動車工業 入社
1982年　7月　トヨタ自動車へ社名変更
1991年　2月　同社 高岡工場第２製造部主査

　8月　同社 高岡工場第２総組立部主査
1993年　1月　同社 生産調査部主査
1997年　9月　同社 生産調査部部長
2001年　7月　同社 技監就任
2009年　6月　同社 取締役就任
2011年　6月　同社 技監就任
2014年　4月　同社 顧問就任

◆ JMAものづくり貢献賞とは
長年にわたり、ものづくりの改革・改善分野において、自社はもとより産業界の

発展に大きく貢献され、かつ日本能率協会の同分野における活動への貢献が
顕著に認められる企業人（個人）を選定し、「ものづくり総合大会」において
表彰することにより、その労に報いるとともに、その功績を産業界に広く紹介
するものです。

表彰式 10：10～10：15　 　受賞記念講話 10：15～11：20　

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

「『できない』『あり得ない』に挑む
オープン共創のものづくり」

◆ 特別講演 2

【略 歴】　大学時代に音楽家派遣サービスをはじめ、2000年に株式会社コマエンタープライズを設立。
国内外の電機メーカーへのビジネスプロセスアウトソーシング事業に展開。
2010年にGLM株式会社を設立。独自開発のEV Platformをもとに、EVスポーツカー「トミー
カイラZZ」を開発。
2015年に日本のベンチャーとして唯一、EVの量産を開始。
2016年にパリモーターショーにて次世代EV「GLM-G4」を発表。

GLM
代表取締役社長

　　　　小間 裕康

14:10～15:20

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

「世界一・世界初にこだわる
YASKAWAのものづくり

－中国市場動向を中心とした取組み－」
【略 歴】　1979年　3月　安川電機製作所［現 安川電機］ 入社

2006年　6月　取締役 モーションコントロール事業部 副事業部長
2007年　3月　取締役 インバータ事業部長
2011年　3月　取締役 モーションコントロール事業部長

兼 営業統括本部グローバルマーケティング担当
2013年　6月　取締役 常務執行役員 モーションコントロール事業部長
2014年　3月　取締役 常務執行役員 技術開発本部長
2015年　3月　代表取締役 専務執行役員 技術開発本部長
2016年　3月　代表取締役社長 人づくり推進担当

技術開発本部長
人材多様性推進室長

2017年　3月　代表取締役社長 人づくり推進担当 
人材多様性推進室長

◆ 特別講演 3

安川電機
代表取締役社長

　　　　小笠原 浩

15:40～16:50

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

「ものづくりとシリコンバレー、
『アルゴリズム革命』のディスラプションと

SV経済圏活用のポテンシャル」

◆ 特別講演 1

スタンフォード大学
アジア太平洋研究所
リサーチスカラー

櫛田 健児

11:40～12:50

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

【略 歴】　2001年　　　　　　スタンフォード大学 経済学、東アジア研究学士号修得
2003年　　　　　　スタンフォード大学 東アジア研究修士号修得
2010年　　　　　　カリフォリニア大学 バークレー校 政治学博士号修得
2010年～2011年　スタンフォード大学アジア太平洋研究所 プロドクフェロー
2012年～2016年　スタンフォード大学アジア太平洋研究所 リサーチアソシエイト
2016年～現在　　　スタンフォード大学アジア太平洋研究所 リサーチスカラー

10:00～16:30
10:00～
16:50

10:00～16:30

（敬称略）

■OP オープニングセッション 12：50～14：30 12：50～14：3010：00～11：40 10：00～11：4014：50～16：30 14：50～16：30

■A シリコンバレーに見る日本企業のオープン・イノベーション ■G 世界のオープン・イノベーションの潮流コーディネータ：スタンフォード大学 アジア太平洋研究所
リサーチスカラー　櫛田 建児

コーディネータ：スタンフォード大学 アジア太平洋研究所
リサーチスカラー　櫛田 建児

（敬称略）

1日目 2日目 3日目2月22日（木）2月21日（水） 2月23日（金）

※セッション内容は今後変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。ホームページで最新のプログラムがご覧いただけます。

2018 ものづくり総合大会

検　索検　索ものづくり総合大会

変わるものづくりのすがた、変わらないものづくり魂

◆ 主催挨拶 10：00～10：05

■B ファーストワン／オンリーワンに挑むものづくり ■H V字回復／業績向上企業に学ぶコーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　石田 秀夫

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　小澤 勇夫

■C 秀でた現場経営者（第一線監督者）の事例に学ぶ ■J 生産拠点戦略を考えるコーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　石山 真実

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　石山 真実

■D 調達戦略で実現する品質と効率化の担保 ■K プロセス革新に挑むものづくりコーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　加賀美 行彦

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　石田 秀夫

■E 新たな製品開発アプローチに学ぶ ■L 「『共創』の場づくり」に学ぶコーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　野元 伸一郎

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　野元 伸一郎

■F 「あたり前品質」を技術で作りこむ ■M 働き方の多様性と人材育成コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　松田 将寿

コーディネータ：日本能率協会コンサルティング
シニア・コンサルタント　加賀美 行彦

検　索検　索ものづくり総合大会

● 2018年２月21日（水）
　　　　　　　　　　　　 →23日（金） ３日間
● 東京コンファレンスセンター・品川
● http://jma-seisan.jp/

●大会HP ●参加対象

ものづくりの新たなパラダイム
～ シリコンバレーからの視点 ～

① シリコンバレーのイノベーションエコシステム(生い立ちと現状)
② シリコンバレーが牽引する新たなモノづくりのパラダイム
③ 日本企業にとってのシリコンバレーの意義と活用
シリコンバレーはこれまで70年の年月をかけて世界に類を見ないイノベーションのエコシステムを醸成
し、その中で世界のデファクトスタンダードになる先端技術(ソフト、ハード)、新しいソリューション、ビジネ
スモデル、サービスモデルを多く生み出してきました。また、現在のシリコンバレーは新しい製品やソ
リューションを世界で最初に試すことの出来る先端市場とも言えます。
多くの日本企業にとって、グローバル市場で勝ち残っていくためにはこのイノベーション・エコシステムを
うまく活用していくことが必須ともいえます。
本講演ではシリコンバレーのイノベーション・エコシステムの生い立ちと現状について解説し、また、現在
ICTが引き起こしつつある新たなエコノミーのパラダイムについて触れ、日本企業は新事業創出のために
どのようにこのシリコンバレーのイノベーションエコシステムを活用すべきかについて議論します。

マネジングディレクター
石井 正純

シーメンスのものづくりの世界
－デジタルプラットフォーム－

① デジタル化に必要なものとは何か
② デジタル化を可能にするオープンイノベーションとは
③ 世界最速のものづくりの為に必要な事はなにか？

異業種他社との技術や資産を組み合わせ、其れまでの製品やサービスに付加価値を生み出
し、更に新しいマーケットを創出していくオープンイノベーション。その為に、個々に所有す
る汎用技術を、標準化しオープン化することがこれからの市場をリードするカギとなる。
シーメンスの具体事例と共に、他社、異業種との掛け算による世界最速の製造現場を実現
する取り組みを紹介する。

専務執行役員
島田 太郎

イスラエルを舞台としたオープンイノベーション:
いかに技術ベンチャーにアクセスするのか

日米でのベンチャーキャピタル投資とともに国内大手事業会社のオー
プンイノベーションを支援するDraper Nexus Venturesが、オープン
イノベーションをブームで終わらせず、成果を上げるための施策を欧米
企業・日系企業の失敗事例/成功事例とともに説明します。

イスラエルでは年間約800社が起業し、その半数近くはエンジェル投資家から
資金を得てステルスモードで技術開発を行う、と言われています。更なるステージ
へ進んでも、多くのベンチャー企業は技術情報開示に神経質で、また、有償試作を
受託するモチベーションを持ちません。このような環境でのオープンイノベー
ションの素材発掘について、現地の最新状況を含めてお話しさせていただきます。

① スタートアップや事業会社を取り巻くイノベーション
のトレンド

② 日系事業会社のオープンイノベーションへの課題
③ VCの果たす役割

① 海外企業の研究拠点の更なる増加
② インキュベーションセンターやハッカソンイベント
③ 株式投資で試作をできるのか?

取締役 事業開発部長
岡本 伸一

シリコンバレーにみる事業会社の
オープン・イノベーションとVCの果たす役割

Managing Director
中垣 徹二郎

福島工場 生産技術グループ 工場生技チーム
チームリーダー　穂積 寛之

無停止成形を実現するものづくり

創　　　業：昭和58年10月
本社所在地：〒981-3351

宮城県富谷市鷹乃杜4-3-5
事 業 内 容：プラスチック射出成形、金型設計・製作、

自社製品（ガストース等）製作・販売

URL：http://www.plamoul-seiko.co.jp/

代表取締役社長
脇山 高志

本社所在地：〒104-0031
東京都中央区京橋三丁目1-1
東京スクエアガーデン9・10階

事 業 内 容：国内・海外の食品事業

【グローバルにさらなる成長を続ける企業へ】
サントリーグループの中核を担う企業として、サントリー
グループの理念、目指す姿を共有・継承し独自の事業ビジョン
を掲げ、魅力的な商品開発を行い、世界に展開していきます。

設 立：2014年7月1日
本 社：長野県安曇野市豊科5432
東京オフィス：東京都品川区西五反田2-11-17

HI五反田ビル
事 業 内 容：PC事業、受託事業（EMS事業）：企画、

設計、開発、製造および販売と、それに付
随するサービス

従 業 員 数：約240名 ※2016年4月1日現在

ボトムアップの生産革新
～生き残りを懸けた現場の挑戦～

① 弊社のご紹介
② プロジェクト発足の背景
③ F1 LINE の詳細及び成果

アネスト岩田株式会社福島工場は、空気圧縮機及び真空機器を製造しており、一部の商
品に於いては当日受注当日出荷をお約束しております。当日受注当日出荷はさまざまな
お客様のお役に立つ一方、対応に追従できない職場はQCDの面で多くの問題を抱えて
おりました。そんな状況を救う為、現場の生き残りを懸けたボトムアップの生産革新プロ
ジェクトが発足され、そして誕生した生産方式“F1 LINE”の軌跡をご紹介致します。

執行役員専務
今井 　透

アカデミックマーケティングと
モノづくり・コトづくり

① 当社におけるアカデミックマーケティング
② アカデミックマーケティングを活用したモノづくり
③ コトづくりとの連動によるビジネスの拡大を目指して

人が身につけるスポーツ用品の機能性は、着用者の応答を基に評
価されなければならない。独自の手法を用い、感覚を定量化する
ことによるスポーツシューズの最適化設計事例を紹介すると共に、
コトづくりとの連動によるビジネス拡大の手法について論じる。

スポーツ工学研究所
取締役執行役員・所長　西脇 剛史

日立グループ横断の構造改革プロジェクト
～ Hitachi Smart Transformation Project ～
① スマトラPJの概要
② 構造改革を支える基盤
③ 更なる改革に向けた取り組み －Digital Transformation

2011年から日立グループ全体で進めてきた“Hitachi Smart 
Transformation Project”における構造改革について、概要や
今後の取り組みを紹介する。

Smart Transformation Project 強化本部
プロジェクト・マネジメント推進室長　加賀田 美朗

サーマル製造部 生産1課
課長　ポラメート・ウィスンタナン

私が進めた職場の体質強化

① 職場の課題について
② 課題解決に向けた戦略について
③ 体質強化の取り組みについて

GICコンデンサーは世界戦略製品として9か国11ラインで生産している。タイでは2015年に立ち上げたが苦
戦続きで品質実績は世界第６位である。世界品質TOP３以内を目標に生産方法が類似している世界第２位の
DNCZ（チェコ）をベンチマークした。品質向上活動が生産技術中心のタイに対し、DNCZでは現場中心で問
題を解決している意識の差が大きい事に気づき、部下の意識を変え職場の体質を強化した事例を紹介する。

巨龍中国!2,800万台の自動車生産を支える
　　 日通モデル　～進化する自動車部品物流～
① 巨大化する中国自動車マーケット
② 中国における物流環境の変化
③ 東アジアにおける物流改善の具体例

世界最大の自動車市場である中国において、自動車各社の競争はますます激化しています。
このため、今までにも増して効率的な生産が求められています。中国での生産を物流から支
える華南モデル。自動車関連企業様の厳しい納入要件を満たすサービスレベルを継続的に
維持拡大していくモデルを題材としてコストの効率化と品質向上の事例を紹介する。

物流企画部
部長　久米 道之

勝ち残る国内工場に向けた
   　　　　　　ものづくり現場革新
① LED化という大きな照明市場の変化に対応する国内

製造拠点としての取組み
② 市場変化に合わせた新たな技術の積極導入と生産管理の仕組み改革
③ 工場一丸となって革新を推し進めるための様々な取組み

照明業界はこの10年間で白熱電球や蛍光灯といった既存光源からLED光源への切り替えが
急速に進んできた。このような環境下で国内のものづくり拠点として如何に価値を高め事業
を継続していくために実施してきたものづくり技術の進化と生産管理の仕組の改革、および
これらを実現するために工場全体で推進してきた取組をご紹介させていただきます。

ライティング事業部 新潟工場　
工場長　森川 　誠

身近に潜む
サイレントチェンジ問題について

① 国の製品安全行政
② サイレントチェンジ問題と事故事例
③ サイレントチェンジ問題への対応

近年、サプライヤーが取引相手に無断で部材の仕様を変更する「サイレントチェンジ問題」が懸念されてい
ます。これによって製品事故が多発し、最終製品の製造・輸入事業者が社告に追い込まれる事態も発生して
います。社告を行えば製品回収等の対応で多額の費用が発生し、ブランドイメージの毀損も避けられま
せん。そこで、本講演ではサイレントチェンジが行われる背景や具体的事例及び対応について説明致します。

2012年、技術部門の一機能にすぎなかった資材業務がコーポ
レート機能として独立し資材本部へ。
最後発本部が行ってきた「調達力向上に向けた取組み」について
紹介する。

ヤマトグループが目指すもの
～付加価値の創造と全員経営～

① ヤマトグループのネットワーク戦略と取り組み
② 新たな付加価値創造 ～「バリュー・ネットワーキング」構想～
③ 全員経営

ヤマトグループは第3のイノベーションである「バリュー・ネットワーキング」構想に取り組ん
でいる。国内最大級の羽田クロノゲート稼働を皮切りに、厚木、中部、関西のゲートウェイが稼
働し、国内3大都市圏にゲートウェイターミナルの整備が完成した。これらを活用して生み出
される新たな付加価値、取り組みについて紹介する。
また、事業を取り巻く環境変化に対し、課題解決の方向性、ヤマトの全員経営について紹介する。

製品安全センター 製品安全技術課
主査　片岡 孝浩

ネットワーク戦略
シニアマネージャー　森 　信介

Game Change を起こす、
　　　　　　将来生産技術について
① 自動車における環境変化
② 開発と生産技術
③ 将来生産技術について

商品としての自動車に求められるニーズは近年凄まじい勢いで変化し
続けています。
様々なコンプライアンスの強化、多様化するお客様の要望など、パワー
トレイン商品に求められる変遷変革の流れを好機と捉え、ゲームチェン
ジを征するモノづくりの将来技術についてお話させていただきます。

パワートレイン生産技術本部 
エキスパートリーダー　塩飽 紀之

マスカスタマイゼーションを徹底したサーバのものづくり改革
～営業・開発・生産・物流が一体となって進めたコモディティ製品での勝ち抜き戦略～
① 顧客の個別要望に俊敏に対応するための生産プロセス革新と

して、トヨタ生産方式とIT技術を融合させた革新活動の紹介
② 営業～開発～生産～物流までの連携で顧客満足に即した革新活動の紹介
③ これらの革新活動を全員参加で継続してきた活動の紹介
甲府事業所は、スーパーコンピュータ、メインフレーム、サーバ、ストレージ、ATM等の開発、
生産を行う拠点であり、10万種にもおよぶサーバを高品質、短リードタイムで顧客に提供で
きるよう、開発から物流まで一気通貫の生産プロセス革新に取り組み、成果を上げてきた。
本講演では、会社・事業所での革新活動の進め方に加え、サーバを事例に徹底したマスカス
タマイゼーションの取り組みを紹介する。

生産本部 甲府生産統括部
生産統括部長　原田 久嗣

生き残りをかけた
ものづくりプロセス革新

① 活動の背景とめざす姿
② めざす姿に向けた活動の取組み
③ 活動のまとめ

ベトナムでの競争力のあるものづくりを目指し、「品質・人材・コスト面での
力不足」を認識し、現地メンバーが主体となった「本当のモノづくり力」を身
に付ける為、実践の中で進めてきた3つの活動ポイント・取組みを紹介する。
【3つの活動ポイント】
①現地ローカルが主体となる活動　②改善チームによる活動　③ステップ展開による活動

日本地域統括部
主任　長田 浩好

BEAUTIFUL MONSTER 新型カムリの開発と
トヨタの構造改革（TNGA）

① カムリについて-歴代カムリと新型カムリ開発
② All-New TNGA
③ チーフエンジニアの拘り

① TOTOのものづくりの歴史
② 快適な浴び心地実現のための取り組み
③ 具体的な商品化の事例

① 富士フイルムが培ってきた「高次加工ビジネスモデル」の開放で、世の中、お客さま、
当社の三方よしに挑戦する「新たな技術提供共創型の受託製造サービス」について

② 4つの高次加工のコア技術が生み出す機能と、それをお客さまの
製品に用いることでの世の中への新たな価値提案について

③ 富士フイルムの共創スピリッツとものづくりの共創を通して、
日本を世界を良くしたい私たちの想い

2017年夏に発表した新型カムリは、トヨタ自動車が「もっといいクルマづく
り」として取組んでいる構造改革(TNGA:Toyota New Global Architecture)
を車両全体に導入した初めてのクルマです。開発スローガンである「前例のない
変革」をいかに実施してきたかについて事例を交えながら紹介します。

Mid-size Vehicle Company MS製品企画 ZV
チーフエンジニア　勝又 正人 ものづくり共創Factory

～世の中にHAPPYを創出するお客さまのものづくりを、
既存の高次加工技術インフラで支援する製造業の新サービス～

ものづくり共創FACTORYは、当社が培ってきた特徴ある既存の製造技術インフラを活用して、お客さ
まの製品の新商品化、早期立ち上げ、機能品質の向上などの新価値創出を支援するサービスです。当社
高次加工で素材の力を引き出し、機能を付与し、製品に付加価値を創出するビジネスモデルをお客さま
に開放します。お客さまの既知と私たちの既知(製造技術インフラ)の掛け合わせでイノベーションを。

グローバル生産室 マネージャー　山田　 仁

節水と浴び心地を両立する
シャワーヘッド開発の取り組み

当社では、豊かで快適な生活文化の創造のため、水まわりを中心
とした衛生設備機器の開発に取り組んでいる。環境問題を背景に
世界中で節水意識が高まる中、節水と浴び心地を両立するための
浴室のシャワーヘッド開発の取り組みの事例を紹介する。

機器水栓事業部 水栓開発第二部
部長　三浦 彰司

お客様共創ラボラトリー:
オープンイノベーションによる価値創造の場

① 富士ゼロックスR&D拠点のキーコンセプト
「あつまる、ぶつかる、うまれる」

② お客様共創ラボラトリーのフレームワークと支援環境
③ お客様共創3.0:新たなステージでのオープンイノベーションに向けて
富士ゼロックスは、徹底したお客様視点での新たな価値創造を、お客様やパートナーと共に目指す場として
「お客様共創ラボラトリー」を2010年5月に横浜の研究開発新拠点に設立しました。以来7年半で、延べ
3,000社、12,000名のお客様が来訪され、お客様共創で新製品・サービスを15件ビジネス化しています。
本セッションでは、共創ラボのコンセプト、活動内容と今後の展望をご紹介します。

お客様共創ラボラトリー
シニアマネジャー　稲垣 政富

世界のイノベーションデータ・知財データを
駆使した共創戦略・オープン&クローズ戦略
① データから見るオープンイノベーションのトレンド、事例
② データを駆使した各イノベーターとの共創、オープンイノベーション
③ 中々語られない共創する領域(オープンにする領域)を決める

ためにクローズにする領域をどのように決定するのか
アスタミューゼは世界No.1のイノベーションデータ、知財データを保有して
おり、140社以上の様々な大手企業の『共創』戦略を支援してきました。
・ベンチャー・スタートアップとの共創　・大学・研究機関との共創　・消費者
(プロシューマー)との共創といった各イノベーターとの共創だけではなく、共創
に必要なオープン&クローズ戦略のフレームワークについてもご紹介します。

アウトサイドイン型オープン・イノベーション
活動における共創の場づくり

① アウトサイドイン型オープン・イノベーション活動
② オープン・イノベーション活動に必要な人材
③ 次世代型オープン・イノベーション活動

大阪ガスは、オープン・イノベーション活動に早期から取り組み、その実績を上げてきています。本講演
では、社外のリソースを探索してきて、社内のリソースと柔軟に絡めることで新しい商品やサービスを
作り出す「アウトサイドイン型オープン・イノベーション活動」を紹介します。シーズを提案いただく外
部機関と、ニーズを提供した社内担当者との共創の場づくりとその実施ポイントについて紹介します。

代表取締役社長
永井　 歩

技術戦略部  オープン・イノベーション室
室長　樋口 裕思

製造条件管理の変革による
鋳巣品質保証の取り組み事例

～NI法の進化・X線全数検査の
                                廃止を目指して～
FT図及び全鋳造データ履歴分析によって鋳巣発生要因群を洗い
出し、全項目の管理レベルを評価・強化することで、X線検査不良
率を大幅に低減した。更に、鋳造プロセスの結果系を鋳造ショット
毎に全数自動判定・選別するシステムを構築し、統計的に鋳巣
規格を保証できる個体のみを正規工程へ流動することを可能に
した。その結果、重要保安部品の検査工数を大幅に削減し、信頼
性と効率を両立する工程を実現することができた。

技術部技術開発２課
課長　大出 克洋

「価値積層型の工場づくり」と
「躍動するモノづくり」（仮）

デンソーにおいて、モノづくりは製品開発と並ぶ競争力の源泉
です。生産ラインの高速・高稼働化やコンパクトな独自設備開発、
物流・検査のスリム化などにより、ダントツの原価でモノづくりを
する「ダントツ工場」づくりに取り組んでいます。
この活動は、円高が進行した場合でも、日本から世界へ輸出し
続けることができる国際競争力の高い生産体制を実現します。
今後、この技術を海外にも展開していきます。     ※ホームページより

ダントツ工場推進部
部長　加藤　 充

海外の生産工場で
　　　　　高品質製品を作れるか!?
① 電子部品に対する性能進化/高まり続ける品質要求/

増大する品質コスト
② 弊社グループの品質向上活動事例
③ 今更ながら海外拠点で必要なこと
半導体をはじめとする電子デバイスは、1965年に提唱されたムーアの法則に従い微細化されている。
一方周辺電子部品も同じスピードで小型化され続けている。年々製造技術が難しくなる中、部品に求
められる品質要求は高まり続け、そのような環境の中で27年前にタイで創業した生産子会社でも高品
質製品の製造が始まっている。今更ながらどのように海外拠点で品質を担保したものづくりを行うか?

執行役員 電子デバイス生産本部 兼
電子デバイス開発本部 本部長　小宮山 一明

調達部門 兼 グローバル調達戦略推進センター
理事 ゼネラルマネージャー
﨑田 　薫

全員参加の生産革新活動
(Fuji Xerox Production Way)による
『自ら考え行動する』風土熟成ともの作り現場革新
① 生産革新活動の取り組みの背景
② 生産革新活動を進めるしくみ
③ 活動実施内容について
2004年より外部講師の指導を受けトヨタ生産方式による改善活動をスタート。2010年には富士ゼ
ロックス流の生産革新活動(Fuji Xerox Production Way)に進化させ、改善活動の自立化を図った。
現場の一人ひとりが『自ら考え行動する』職場風土の醸成を図り、雇用形態を問わない全員参加の改善
活動を行なっている。その推進のしくみや人材育成などの取り組みを紹介する。

アサヒグループにおける調達人材育成について
－グローバル化への挑戦―

① アサヒグループにおける調達ビジョンと求める人材要件および育成プログラム
② キャリアモデルに基づくタレントマネジメントと人材育成サイクル
③ 調達カテゴリーマネジメントと調達戦略策定による調達ケイパビリティの強化
成熟市場と向かい合う国内食品業界において、グローバル化を志向する企業として、働き方と意識改革
のための人材育成サイクルを再構築し、育成体系全般を見直しました。形骸化しがちな育成プログラムに
おいて、キャリアプランの考慮と、育成レベルの達成度によりタレント人材を明確にし、配置に活用するこ
とで、継続的な調達人材の育成と、実現性の高い育成メカニズム構築への取組みについて講演します。

鈴鹿事業所 常務執行役員 鈴鹿事業所長
古川 雅晴

若手研究開発職に
　　事業を経験させる取り組み事例
① TDKにおける創業者の思いを伝え続ける重要性
② 優秀な研究開発職が入社5年目までに必要な経験と

は何か
③ 挑戦的取り組み事例のご紹介

TDKの創業時の歴史的背景と経営理念から始まり、最先端の電子
部品を開発・製造する会社が継続的に発展していくために重要な
要素の一つ「人づくり」の取り組み事例を若手研究開発職にフォー
カスしてご紹介させていただきます。

技術・知財本部 本部長
松岡 　大

工場デジタル化によるカイゼン倍速化
～GE日野工場Brilliant Factoryの挑戦と取組み～
① GE社が推進する「ブリリアント・ファクトリー」の

取り組み
② 標準化やカイゼンによるリーン生産の展開
③ 工場デジタル化・IoTの活用によるカイゼンの倍速化

GEヘルスケア・ジャパンでは、CTスキャナーやX線検出器、超音波診断装置のプローブなどの医用
画像診断装置を開発・製造している。同社は、デジタルを活用して生産の最適化を図る「ブリリアン
ト・ファクトリー」を推進中である。世界に450ある工場の中でも最初の7つのショーケースサイト
の1つとして先端を走る日野工場の取組みと目指す未来について実例を交えながら紹介する。

製造本部
Brilliant Factory プロジェクト長　田村 咲耶

原点回帰:ヤマハ発動機における
新事業開発への挑戦

① ヤマハ発動機の目指す新事業開発とは?
② 非連続領域の新事業開発における考え方と戦略
③ 出資・事業開発の事例紹介とその背景

多くの成熟企業が新事業開発へのシフトを明確にしてきている。目的に
よって取るべき手段は異なるが、特に破壊的創造・非連続領域における事
業開発という目的においては、シリコンバレーを活用するという手段をと
る会社も多い。当社における活動の目的・手段・考え方をご紹介する。

CEO 
西城 洋志

見えない壁を乗り越えて！全員参画職場への変革
～生産性15％向上への道のり～

人をまとめる難しさを痛感し、見えない壁と向き合い、自分を見つめ、考え方を変えた。本音をぶつけ合う事で
皆の気持ちが解り、壁を乗り越えた時に見えた仲間の大きな存在。皆が一丸となる事で小さな知恵と工夫が大
きなパワーとなり、熱い想いで困難な課題を解決できた。それが次世代への新たな架け橋が築けた瞬間だった。

伊賀事業所 外壁材製造部
作業長　幹田 悟司

モノ造り革新をベースに、現場の底力を結集
～目指せ!組立同期化生産～

生産現場を初めて担当する新米係長、管理者の考えや行動を変革、オペレーター
のモチベーションを高め『目指せ!組立同期化生産』を合言葉に、モノ造り革新を
ベースに各職場、サークルが目標に向け一丸となって活動した事例を報告します。

第4PT製造部 第1変速機課 ダイキャスト係
係長　白上 智之

信頼から生まれる“やりがい”のある職場
～ブレない信念で取り組んだ職場づくり～

従業員の『能力を最大限に発揮させる』をスローガンに職場管理を行ったが、想いだけでは人は動かず、職場
も進化しない。第一線監督者として仕事に“やりがい”を持たせ、“働きたい”と思える職場にする為、一人ひとり
の行動を見て、心の声を聴き、ブレ無い信念により会社経営層にまで改革を要請した熱い軌跡を紹介します。 

第1製造部 
チームリーダー　薄井 雅則

第一線監督者の集い：最優秀事例  年上メンバーからの信頼を
            勝ち取れ ～職場を変えた新米リーダー奮闘記～
学生時代ロックバンドで先輩から「入場料を頂いている時点でプロだ!」と教わった。それを胸に抱き監督者としてメン
バーへのプロ意識強化を図った。開発や営業と関わり広い視野を持ち少量生産ならではの品質・教育ルールを設定し
品質不具合ゼロ!達成。経営者意識でQCD管理の徹底改善を行いメンバーと共に成長した事例を紹介します。

鈴鹿事業所 第四製造部 製造グループ 製造3チーム
ラインリーダー　原　 博幸

ホンダのシリコンバレー発
　　　 オープンイノベーション戦略
① ホンダのCVC活動から得た学び
② ホンダのオープンイノベーション活動
③ ホンダイノベーションズのグローバル戦略

ホンダは2000年にシリコンバレーにオフィスを開設し、ベン
チャー企業やIT企業、イノベータとのオープンイノベーション活動を
展開している。本講演ではその活動を通じて得た学び、それを生か
したホンダのオープンイノベーション戦略について紹介する。

ＣＥＯ
杉本 直樹

調達力を組織として
向上させる取り組み

① 個の力を高める(ルールで行動を変え、習慣化された
行動で意識を変える)

② 組織の力を高める(インフラ強化)
③ 高められた個の力と組織の力が成果を生み出す

執行役員 情報システム・資材部門 副部門長
兼 資材本部長　宮島 　隆

Ｃ‐3ケイミュー

Ｃ‐3
マツダ

Ｃ‐2白河オリンパス

Ｃ‐2
富士ゼロックスマニュファクチュアリング

A‐1
A‐2Yamaha Motor Ventures &Laboratory Silicon Valley 

A‐3
Ｇ‐1シーメンス

Ｇ‐2コランダム・イノベーション
Ｇ‐3 Draper NexusVentures

B‐1アネスト岩田
B‐2プラモール精工 サントリー食品

インターナショナル
B‐3

Ｈ‐1 VAIO
Ｈ‐2アシックス

Ｈ‐3日立製作所

C‐1デンソータイランド
Ｊ‐1華南日通国際物流(深セン)

Ｊ‐2パナソニックエコソリューションズ社
Ｊ‐3

D‐1
D‐2製品評価技術基盤機構

D‐3ヤマトホールディングス
Ｋ‐1日産自動車

Ｋ‐2 NECプラットフォームズ
Ｋ‐3トヨタ紡織ハノイ

E‐1トヨタ自動車
E‐3富士フイルム

E‐2 TOTO
Ｌ‐1富士ゼロックス

Ｌ‐2アスタミューゼ
Ｌ‐3大阪ガス

F‐1アーレスティ
F‐2デンソー

F‐3新日本無線
Ｍ‐1アサヒグループホールディングス

Ｍ‐2富士ゼロックスマニュファクチュアリング
Ｍ‐3 TDK

AZCA

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

のセッションは、大阪ライブ中継を実施します。詳細は裏面をご確認ください。大　阪
ライブ中継
大　阪
ライブ中継

GEヘルスケア・ジャパン

Honda
R&D Innovations

ジュピターテレコム

人材育成・組織開発・理念浸透・ダイバーシティ

生　
　
産

生産技術
生産管理
生産戦略
生産企画

調
達・S
C
M

調　達
開発購買
SCM
購買戦略

企
画・開
発

研　究
開　発
設　計
商品企画

人材開発

品質保証・品質管理・R＆D・商品企画
クオリティ


